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　川内川の河口に位置する久見崎地区では、毎年盆踊りが
披露される。その歌詞は「御高祖頭巾に腰巻羽織。亡夫も
見て賜れ　眉の露　切って供えたみどりの髪は　今日の逢
瀬を待てばこそ　盆の十四日　踊らぬ人は目蓮尊者の　掟
にそむく」とある。この盆踊りは想夫恋とも呼ばれ、現在
は地元の婦人会の方々によって伝えられ、男物の羽織を着
て松林のなかで踊られる様は厳かである。この踊りの背景
には、慶長2（1597）年にこの地から朝鮮半島へと出陣し
た島津義弘ら軍勢の家族の思いが込められている。
　久見崎港は川内川の河口の左岸に位置し、現在は漁港と
しての役割を担っている。慶長年間には現在よりも内陸部
に湾曲した入江があり、そこが船溜まりとして機能し、軍
船なども寄港できる大きさであったとされる。川内川の河
口は東シナ海という外洋に接しており、朝鮮半島に渡る際
の前線基地であった名護屋城（現在の佐賀県）に向かうに
は、薩摩国において適した港とのひとつだったといえるだ
ろう。

　さて、島津義弘は、ここから出航する直前には帖佐
（現・姶良市）にいた。朝鮮半島への出陣は文禄の役に続
いて二度目であり、また義弘にとっては息子の久保を失っ
てからすぐとなる出陣でもあった。義弘は慶長2（1597）
年の2月21日帖佐を出発し、隈之城（現・薩摩川内市）に
しばらく滞在。ここで、兵馬や食糧を調達する作業を行っ
ていたとされている。そして、3月28日に約50船で名護屋
城に向かって久見崎港を出陣した。その際の兵数は約１万
人とされ、久見崎港には船のみならず、それらを修繕した
り造船したりする人々も同時に多数滞在したと考えられ
る。当時の賑わいと混乱は相当なものであったろう。ちな
みに、義弘の甥にあたる島津豊久も約800人の兵と共にこ
の港から出陣している。
　現在ののどかな漁港の雰囲気からは、当時の喧騒や出陣
の緊張感を想像することは容易ではないが、冒頭の踊りに
触れてみると、少し変わってくるかもしれない。
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この会報の愛称『アイム』は、鹿児島商工会議所
ビルの愛称と同じです。自己紹介の言葉“I

,
m...”は、

出会いの始まりです。“I”には「インフォメーショ
ン」「インテリジェント」、“m”には「メトロポリス」
「ミート」の意が込められています。

 月のスケジュール 鹿児島商工会議所

期日 件　　名

第54回全国観光土産品公正取引協議会 鹿児島大会　14:30～20:00　
於：城山ホテル鹿児島

金融・不動産部会2号議員選任部会　14:00～14:30　於：14階
建設・資材部会2号議員選任部会　15:00～15:30　於：14階
食品・一次産業部会2号議員選任部会　16:00～16:30　於：14階
情報・文化部会2号議員選任部会　17:00～17:30　於：14階
第153回簿記検定申し込み受付開始（～10/25迄）
第27回環境社会（eco）検定申し込み受付開始（～11/1迄）

1
火
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木

金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木  

2

3

4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

※予定は変更になる場合があります。

10   

トレンド通信20

インフォメーション17
検定試験のご案内/新入会員紹介 /
特定商工業者法定負担金ご納入のお願い

ワンストップ専門相談会　13:30～16:00　於：13階

消費税軽減税率対策セミナー　13:30～15:30　於：4階アイムホール

かごしま創業塾　第1回　18:30～20:30　於：14階
ワンストップ専門相談会　13:30～15:30　於：13階

かごしま創業塾　第2回　19:00～21:00　於：14階

かごしま創業塾　第3回　18:30～21:00　於：14階

第217回珠算･第127回段位試験　於：14階ほか

かごしま創業塾　第4回　19:00～21:00　於：14階

◆久見崎軍港跡 諏訪神社

薩摩川内警察署

久見崎
簡易郵便局

久見崎公園

川内川

川
内
河
口
大
橋
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全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会

︵
以
下
全
商
女
性
連
︶
の
全
国
大
会
が
鹿

児
島
市
で
９
月
５
日
〜
７
日
に
開
催
さ

れ
た
。鹿
児
島
県
で
の
開
催
は
初
め
て

で
、
全
国
３
３
０
商
工
会
議
所
女
性
会

の
会
員
で
女
性
経
営
者
等
２
５
７
４
名

が
参
加
し
た
。

　
平
成
27
年
の
開
催
決
定
以
降
、
鹿
児

島
商
工
会
議
所
女
性
会
が
中
心
と
な

り
、準
備
を
す
す
め
て
き
た
。

全国商工会議所女性会連合会
鹿児島全国大会開催報告

全
国
商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
鹿
児
島
全
国
大
会
を
開
催

〜
全
国
の
女
性
経
営
者
が
鹿
児
島
で
交
流
を
図
る
〜

9月5日

懇  

親  

会

　
９
月
５
日
は
、
鹿
児
島
市
内
の
ホ
テ

ル
等
３
施
設
10
会
場
を
ラ
イ
ブ
中
継
で

結
び
、
女
性
会
会
員
に
加
え
、
三
反
園
訓

鹿
児
島
県
知
事
・
森
博
幸
鹿
児
島
市
長

等
、
多
く
の
来
賓
を
迎
え
て
懇
親
会
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　
宮
之
原
清
子
大
会
会
長
︵
鹿
児
島
県

商
工
会
議
所
女
性
会
連
合
会
会
長
︶
は
、

﹁
鹿
児
島
の
地
で
交
流
親
睦
を
深
め
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
鹿
児
島
の
食
・

文
化
・
歴
史
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
、

次
は
ぜ
ひ
社
員
旅
行
や
家
族
旅
行
で
鹿

児
島
に
お
越
し
く
だ
さ
い
﹂
と
歓
迎
の

挨
拶
を
行
っ
た
。そ
の
後
岩
崎
芳
太
郎

鹿
児
島
県
商
工
会
議
所
連
合
会
会
長
の

発
声
で
乾
杯
し
た
。

　
ま
た
、
懇
親
会
で
は
、
大
河
ド
ラ
マ

﹁
西
郷
ど
ん
﹂
の
劇
中
歌
を
歌
っ
た
奄
美

大
島
出
身
の
歌
手
、
城 

南
海
さ
ん
の
透

き
通
っ
た
歌
声
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者

は
、
鹿
児
島
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
料
理
を
楽
し
み
な
が
ら
、
会
員

同
士
の
交
流
を
深
め
た
。

　
９
月
６
日
は
全
国
大
会
を
鹿
児
島
ア

リ
ー
ナ
で
開
催
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
薩
摩
琵
琶
と

フ
ラ
メ
ン
コ
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

た
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ
た
。

　
藤
沢
薫
全
商
女
性
連
会
長
は
、﹁
女
性

活
躍
を
牽
引
し
、
個
々
が
輝
く
経
営
者

団
体
と
な
る
よ
う
活
動
や
成
果
を
推
進

し
て
い
き
た
い
﹂と
挨
拶
し
た
。

　
三
村
明
夫
日
本
商
工
会
議
所
会
頭
や

岩
崎
芳
太
郎
県
商
工
会
議
所
連
合
会
会

長
も
壇
上
に
立
ち
、
全
国
女
性
会
メ
ン

バ
ー
の
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
で
の
活
躍
に

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　
ま
た
、
来
賓
の
三
反
園
知
事
、
森
市

長
、
塩
田
九
州
経
済
産
業
局
長
か
ら
祝

辞
が
贈
ら
れ
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
第
18
回
女
性
起
業
家
大

賞
や
全
商
女
性
連
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

鹿
児
島
県
か
ら
は
長
年
会
長
を
務
め
、

女
性
会
活
動
に
貢
献
し
た
特
別
功
労
者

と
し
て
、
宮
之
原
清
子
会
長︵
鹿
児
島
商

工
会
議
所
女
性
会
︶・
大
原
久
美
子
会

長
︵
南
さ
つ
ま
商
工
会
議
所
女
性
会
︶・

石
野
惠
子
会
長
︵
い
ち
き
串
木
野
商
工

会
議
所
女
性
会
︶
の
３
名
が
表
彰
さ
れ

た
。 9月6日

全  

国  

大  

会
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全国商工会議所女性会連合会
鹿児島全国大会開催報告

　
大
会
前
後
９
月
４
日
〜
５
日
、
６
日

〜
８
日
で
県
内
16
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て

行
わ
れ
た
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、

53
女
性
会
・
３
１
９
名
が
参
加
。
参
加

者
は
、指
宿
・
霧
島
・
種
子
島
・
屋
久
島
・

鹿
児
島
市
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
に

参
加
し
、鹿
児
島
を
満
喫
し
た
。

9月5日
9月6日

物
　
産
　
展

9月4日
6・7・8日

エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ
ン

　
ま
た
、
次
回
開
催
地
で
あ
る
倉
敷
商

工
会
議
所
女
性
会
が
、
来
年
の﹁
倉
敷
総

会
﹂
へ
の
参
加
を
呼
び
掛
け
る
Ｐ
Ｒ
を

行
い
、
藤
沢
薫
全
商
女
性
連
会
長
よ
り

倉
敷
商
工
会
議
所
女
性
会
へ
同
連
合
会

旗
が
引
き
渡
さ
れ
た
。

　
最
後
に
、
吉
永
由
美
子
大
会
実
行
委

員
長
が
全
国
か
ら
の
参
加
に
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
、本
大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
記
念
講
演
で

は
、
昨
年
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
﹁
西
郷
ど
ん
！
﹂
の
著
者
で
あ
る
作

家
の
林
真
理
子
さ
ん
が
、﹁
私
の
仕
事
か

ら
﹂
と
題
し
講
演
し
た
。自
身
の
仕
事
観

や
体
験
談
な
ど
に
加
え
て
、
大
河
ド
ラ

マ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
交
え
会
場
の
参
加

者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。

　
９
月
５
日
〜
６
日
は
、
か
ご
し
ま
県

民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
大
島
紬
・
薩
摩

切
子
な
ど
伝
統
工
芸
品
を
販
売
す
る

﹁
鹿
児
島
の
匠
展
示
販
売
会
﹂、
リ
バ

テ
ィ
ー
ハ
ウ
ス
で
は
畜
産
加
工
品
・
さ

つ
ま
揚
げ
・
焼
酎
な
ど
鹿
児
島
の
食
を

中
心
と
し
た
﹁
か
ご
し
ま
食
の
物
産
展
﹂

を
開
催
し
た
。　
９
月
６
日
は
、
鹿
児
島

ア
リ
ー
ナ
で
も
物
産
展
を
開
催
し
、
参

加
者
へ
県
内
特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
鹿
児
島
の
特
産
品
で
埋
め
尽
く
さ
れ

た
物
産
展
会
場
は
、
さ
つ
ま
あ
げ
や
お

菓
子
、
焼
酎
な
ど
の
お
土
産
を
大
量
に

購
入
す
る
参
加
者
で
賑
わ
い
活
況
で

あ
っ
た
。
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第42期3号議員を選任

　
当
商
工
会
議
所
は
９
月
９
日
、
第
２
６

２
回
臨
時
議
員
総
会
を
開
催
し
、
第
42
期

３
号
議
員
15
人
を
選
任
し
た
︵
決
定
し
た

３
号
議
員
は
左
表
の
通
り
︶
。

　
今
回
の
３
号
議
員
選
任
を
皮
切
り
に
、

第
42
期
議
員
改
選
は
２
号
議
員
35
人
が
、

９
月
26
日
か
ら
10
月
1
日
ま
で
の
各
部
会

総
会
で
選
任
さ
れ
る
。
１
号
議
員
は
、
10

月
11
日
か
ら
21
日
の
期
間
に
、
会
員
の
中

か
ら
立
候
補
者
を
受
け
付
け
、
65
人
が
選

ば
れ
る
。

第
42
期
3
号
議
員
を
選
任

第42期鹿児島商工会議所3号議員
（敬称略、企業名の50音順）

(株)鹿児島銀行

鹿児島信用金庫

鹿児島相互信用金庫

鹿児島テレビ放送(株)

鹿児島トヨタ自動車(株)

九州電力(株)鹿児島支社

城山観光(株)

南国殖産(株)

日本ガス(株)

本坊酒造(株)

(株)Ｍｉｓｕｍｉ

(株)南日本銀行

(株)南日本新聞社

(株)南日本放送

(株)山形屋

顧問

代表理事会長

理事長

代表取締役社長

代表取締役会長

執行役員鹿児島支社長

代表取締役社長

代表取締役社長

代表取締役社長

取締役会長

代表取締役会長

代表取締役会長

代表取締役社長

代表取締役社長

代表取締役社主

企　業　名 氏　名

永田　文治

後藤　孝行

永倉　悦雄

荒田　静彦

諏訪　秀治

中野　　隆

東　清三郎

永山　在紀

津曲　貞利

本坊　　修

三角　皓三郎

森　　俊英

佐潟　隆一

中野　寿康

岩元　恭一

役　職

→
臨
時
議
員
総
会
で
あ
い
さ
つ
す
る
岩
崎
会
頭
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TALK

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
イ
イ
ト
コ
ロ
、
使
っ
て
感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い

　
「
よ
か
ど
鹿
児
島
」
が
6
月
27
日
に
開

業
。
反
響
は
い
か
が
で
す
か
？

　
予
測
し
て
い
た
よ
り
も
ス
ム
ー
ズ
に
受

け
入
れ
て
も
ら
え
て
い
ま
す
。
い
い
手
応

え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

 

﹁
よ
か
ど
鹿
児
島
﹂
は
観
光
拠
点
・
に
ぎ

わ
い
創
出
の
場
と
し
て
鹿
児
島
銀
行
が
展

開
す
る
も
の
で
す
。
鹿
児
島
銀
行
本
店
別

館
の
１
階
・
２
階
に
14
の
テ
ナ
ン
ト
が
入

り
、
鹿
児
島
の
イ
イ
モ
ノ
を
提
供
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年
４
月
に

は
本
館
ビ
ル
も
開
業
し
、
１
階
と
２
階
に

25
テ
ナ
ン
ト
が
入
る
予
定
で
す
。

　
そ
し
て
、
完
全
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
商

業
施
設
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
大
き
な

特
徴
で
す
。
現
金
は
使
え
ま
せ
ん
。

　
決
済
方
法
は
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
電

子
マ
ネ
ー
、
デ
ビ
ッ
ト
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
を
使
っ
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
に
対
応
。

鹿
児
島
銀
行
で
は
﹁
Ｐ
ａ
ｙ
ど
ん
﹂
と
い

う
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決
済
を
施
設
開
業
に
あ
わ

せ
て
立
ち
上
げ
て
い
て
、
こ
ち
ら
も
利
用

可
能
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
鹿
児
島
銀
行
を

は
じ
め
ほ
と
ん
ど
の
金
融
機
関
の
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
に
は
、
デ
ビ
ッ
ト
機
能
も
つ

い
て
い
ま
す
。
ふ
だ
ん
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
使
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
こ
れ
ら
の
カ
ー
ド
も
、

施
設
内
の
決
済
で
使
え
ま
す
。

　
店
頭
決
済
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
は
、
こ

れ
か
ら
着
実
に
進
む
と
思
わ
れ
ま
す
。
鹿

児
島
銀
行
も
こ
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。﹁
よ
か
ど
鹿
児
島
﹂
や

﹁
Ｐ
ａ
ｙ
ど
ん
﹂
も
そ
の
一
環
と
し
て
始

め
た
も
の
。
ま
ず
は
使
っ
て
も
ら
う
機
会

を
用
意
し
よ
う
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
鹿
児
島
で
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の

普
及
状
況
を
、
ど
う
見
て
い
ま
す
か
？

　
政
府
主
導
の
ポ
イ
ン
ト
還
元
の
話
題
な

ど
も
あ
っ
て
、
注
目
度
が
一
気
に
上
が
っ

て
い
る
感
じ
は
し
ま
す
よ
ね
。

　
テ
ナ
ン
ト
出
店
の
声
掛
け
は
オ
ー
プ
ン

の
２
年
前
か
ら
始
め
た
の
で
す
が
、
じ
つ

は
、
当
初
の
反
応
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
れ
が
、
昨
年
の
夏
ぐ
ら
い
か
ら

状
況
が
変
わ
っ
て
き
て
、
出
店
テ
ナ
ン
ト

が
ど
ん
ど
ん
決
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
い
ま
は
﹁
特
典
が
あ
る
か
ら
使
う
﹂
と

い
う
人
が
多
い
。
で
も
、
メ
リ
ッ
ト
は
そ

れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
利
便

性
で
す
。
使
っ
て
い
く
う
ち
に
、
気
づ
い

て
も
ら
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
お
店
側
に
と
っ
て
も
、
手
間
と
コ
ス
ト

の
削
減
が
図
れ
る
も
の
で
す
。
例
え
ば
、

会
計
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
る
、
レ
ジ
締
め
が

ラ
ク
に
な
る
な
ど
、
い
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
手
数
料
が
か
か
る
な
ど
コ

ス
ト
も
発
生
し
ま
す
が
、
費
用
対
効
果
は

し
っ
か
り
と
あ
り
ま
す
。

　
今
後
の
展
望
は
？

　
普
及
の
た
め
に
は
、
利
用
で
き
る
場
所

が
増
え
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

　﹁
Ｐ
ａ
ｙ
ど
ん
﹂
に
関
し
て
言
え
ば
、

導
入
店
舗
は
﹁
よ
か
ど
鹿
児
島
﹂
内
に
限

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
10
月
よ
り
広

域
展
開
し
ま
す
。
５
０
０
０
店
舗
へ
の
導

入
が
、
当
面
の
目
標
で
す
。

　﹁
Ｐ
a
y
ど
ん
﹂
用
の
端
末
は
、
鹿
児

島
銀
行
よ
り
提
供
。
初
期
投
資
が
ほ
と
ん

ど
か
か
ら
ず
に
導
入
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
の
選
択

肢
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
検
討
し
て
も
ら
え

た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　
と
に
か
く
、﹁
よ
か
ど
鹿
児
島
﹂
で
体

験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
施
設
内
に
は
案

内
ス
タ
ッ
フ
も
い
ま
す
の
で
、
疑
問
が
あ

れ
ば
気
軽
に
ご
質
問
く
だ
さ
い
。

QA

QA

QA

むらお たかし さん（41歳）
鹿児島市出身
2000年 4月  鹿児島銀行に入行
　　　　　　 鹿屋支店に配属
2003年 8月  本店営業部に配属

2006年11月 延岡支店に配属
2009年 8月  営業管理部に配属
2016年 8月  総務部に配属

株式会社 鹿児島銀行
総務部 よかど鹿児島グループ

村尾 教志さん

TALK

【お問い合わせ先】
よかど鹿児島ホームページ
https://yocado-kagoshima.jp

Payどん ホームページ
https://paydon.jp

鹿児島銀行 総務部
よかど鹿児島グループ
TEL：099-239-5566
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クラウド化・業務効率化のススメ

　今月（2019年10月）より、消費税が10％へ引き上げられるとともに、消費税軽減税率制度が導入されま
した。事業者は複数の税率を同時に扱わねばならず、店舗業務や会社の経理業務への負担の増大が懸念されま
す。人手不足に悩む中小企業・小規模事業者にとっては、非常に大きな問題であり、急速に進化するＩＴツー
ルの活用をはじめ、何らかの対応を検討せざるを得ません。
　今回は、クラウドサービスの導入により、軽減税率制度への対応はもちろん、企業内における膨大な事務
作業の軽減と、それにより生まれた「時間」の有効活用などについて、つづく株式会社　代表取締役の井領明広
さんに紹介していただきます。

中
小
企
業
こ
そ

　
　
　
デ
ジ
タ
ル
化
の
主
役

2
0
1
3
年
〜

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
興
隆

　
ク
ラ
ウ
ド
と
は
そ
の
名
の
通
り﹁
雲
﹂

で
あ
る
。雲
の
よ
う
に
、そ
こ
に
あ
る
よ

う
で
、実
態
が
無
い
。パ
ソ
コ
ン
が
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
さ
え
繋
が
れ
ば
使
え
る

の
で
あ
る
。
技
術
的
な
仕
組
み
は
割
愛

す
る
が
、こ
の
ク
ラ
ウ
ド
の
登
場
こ
そ
、

中
小
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
幕
開
け

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
従
来
、
Ｉ
Ｔ
の
導
入
と
い
う
の
は
非

常
に
お
金
と
労
力
が
か
か
る
も
の
だ
っ

た
。
そ
の
た
め
資
金
力
の
あ
る
大
企
業

は
こ
ぞ
っ
て
Ｉ
Ｔ
投
資
を
行
い
、
業
務

効
率
化
や
生
産
性
の
向
上
を
実
現
し
て

き
た
の
で
あ
る
。
設
計
、
構
築
、
サ
ー

バ
ー
購
入
…
手
間
だ
け
で
な
く
、
莫
大

な
費
用
も
か
か
り
、
中
小
企
業
の
Ｉ
Ｔ

化
は
何
年
も
遅
れ
て
き
た
。

　
一
方
で
ク
ラ
ウ
ド
が
登
場
し
、
環
境

が
大
き
く
変
わ
っ
た
。数
千
万
、数
億
円

と
か
か
っ
た
シ
ス
テ
ム
導
入
が
、”月
額
“

数
千
、
数
万
円
と
破
壊
的
な
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
が
起
こ
っ
た
。ク
ラ
ウ
ド
会
計
、

勤
怠
管
理
、給
与
計
算
、Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
…

な
ど
、多
数
登
場
し
て
き
て
い
る
。今
ま

で
紙
を
中
心
と
し
て
Ｉ
Ｔ
化
が
遅
れ
、

ア
ナ
ロ
グ
な
や
り
方
で
し
か
実
現
で
き

な
か
っ
た
中
小
企
業
の﹁
事
務
作
業
﹂の

領
域
に
お
い
て
、
飛
躍
的
な
生
産
性
の

向
上
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
、
ま
さ
に

救
世
主
と
な
っ
た
の
だ
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
と
同

じ
、と
考
え
れ
ば
分
か
り
や
す
い
。使
い

た
い
も
の
を
選
び
、導
入
す
る
。自
動
更

新
さ
れ
、
ど
ん
ど
ん
便
利
に
な
っ
て
い

く
感
覚
。そ
れ
が
、経
理
や
給
与
事
務
の

領
域
で
も
実
現
で
き
る
の
が
、
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
の
力
で
あ
る
。

　
ク
ラ
ウ
ド
に
は
導
入
ハ
ー
ド
ル
の
低

さ
に
加
え
て
、
も
う
ひ
と
つ
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。
そ
れ
は
業
務
の
﹁
自
動
化
﹂
と

い
う
観
点
だ
。具
体
的
に
は
、ク
ラ
ウ
ド

Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
と
連
動
で
き
る
ク
ラ
ウ
ド

会
計
ソ
フ
ト
を
導
入
し
て
い
れ
ば
、
お

店
の
売
上
デ
ー
タ
が
会
計
に
自
動
的
に

反
映
さ
れ
る
。こ
れ
に
よ
り
、年
間
数
百

回
も
の
仕
訳
入
力
が
自
動
化
さ
れ
、
ま

た
転
記
の
ミ
ス
も
無
く
な
る
。

　
事
務
作
業
の
領
域
を
自
動
化
し
、
な

る
べ
く
人
手
が
か
か
ら
な
い
環
境
を
つ

く
る
こ
と
は
、人
手
不
足
の
今
の
時
代
、

喫
緊
の
テ
ー
マ
だ
。﹁
何
か
ら
始
め
た

ら
﹂と
い
う
方
は
ぜ
ひ
恐
れ
ず
、商
工
会

議
所
や
、
す
で
に
活
用
を
始
め
て
い
る

身
近
な
経
営
者
に
ま
ず
は
相
談
し
て
み

て
ほ
し
い
。必
ず
、デ
ジ
タ
ル
化
の
扉
は

開
く
は
ず
だ
。

　
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
と
し
た

Ｉ
Ｔ
技
術
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
。

そ
れ
は
ひ
と
え
に﹁
単
純
作
業
・
集
計
作

業
﹂
の
撲
滅
。
こ
れ
に
尽
き
る
。
何
度
も

同
じ
情
報
を
加
工
し
て
は
集
計
し
、
ま

た
転
記
し
…
と
繰
り
返
し
て
い
る
作
業

も
、一
度
デ
ー
タ
化
し
て
し
ま
え
ば
、集

計
作
業
の
大
半
か
ら
開
放
さ
れ
る
。
情

報
を
右
か
ら
左
へ
書
き
写
す
の
は
﹁
仕

事
﹂
で
は
な
く
﹁
作
業
﹂
だ
。
本
来
経
営

は
、
利
益
に
つ
な
が
る
﹁
仕
事
﹂
に
専
念

す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
は
、
大
企
業
し
か
で
き
な
か
っ
た

こ
の
作
業
の
簡
略
化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
る
、中
小
企
業
の
強
い
味
方
だ
。

　
長
野
県
富
士
見
町
に
、
両
国
屋
豆
腐

店
と
い
う
老
舗
の
豆
腐
屋
が
あ
る
。
事

務
作
業
に
忙
殺
さ
れ
、
社
長
の
言
葉
を

借
り
れ
ば﹁
脳
内
は
事
務
の
こ
と
８
割
、

豆
腐
の
こ
と
は
た
っ
た
２
割
し
か
考
え

ら
れ
な
か
っ
た
﹂。受
注
伝
票
を
手
書
き

で
作
成
。仕
込
計
画
も
、す
べ
て
鉛
筆
と

電
卓
で
集
計
。
毎
日
３
時
間
近
く
が
事

務
作
業
に
消
え
る
。﹁
こ
れ
で
は
豆
腐
屋

を
つ
づ
け
ら
れ
な
い
﹂。当
社
に
相
談
が

来
た
と
き
に
は
、
労
働
時
間
の
削
減
が

急
務
、
と
い
う
こ
と
が
す
ぐ
に
分
か
っ

た
。

　
紙
か
ら
集
計
、
紙
に
記
録
…
と
い

う
転
記
作
業
が
、
今
で
は
ク
ラ
ウ
ド

上
に
注
文
情
報
を

”１
度
登
録
“
す

る
だ
け
で
、
製
造
計
画
や
出
荷
計
画

が

自

動
で
作
成
さ
れ
る
。
こ
れ
に
は

k
in

to
n

e

︵
キ
ン
ト
ー
ン
︶と
い
う
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
。
そ
の
後

の
入
金
チ
ェ
ッ
ク
や
売
上
管
理
、
最
終

的
に
確
定
申
告
に
は
、
ク
ラ
ウ
ド
会
計

fre
e
e

︵
フ
リ
ー
︶を
使
う
。kin

to
n

e

か

ら
デ
ー
タ
を
連
携
さ
せ
て
い
る
た
め
、

会
計fre

e
e

へ
の
打
ち
込
み
直
し
は
発

生
し
な
い
。
事
務
の
時
間
は
３
時
間
か

ら
30
分
に
ま
で
、短
縮
し
た
。
30
年
来
の

経
理
担
当
の
母
親
も
、
今
年
よ
う
や
く

引
退
で
き
た
。

 

﹁
単
純
作
業
が
年
間

”６
０
０
時
間
“
近

く
減
っ
た
。
営
業
や
商
品
開
発
と
い
っ

た
本
来
や
り
た
か
っ
た
仕
事
に
専
念
で

き
る
。た
っ
た
１
年
の
改
革
だ
が
、新
規

顧
客
も
増
え
、売
上
も
回
復
し
た
。生
産

性
改
革
っ
て
い
う
と
遠
い
世
界
の
話
か

と
思
っ
た
が
、
こ
ん
な
身
近
な
こ
と

だ
っ
た
ん
だ
﹂と
笑
顔
で
語
る
。

　
﹁
Ａ
Ｉ
に
仕
事
を
奪
わ
れ
る
﹂―
。
そ

う
言
わ
れ
て
久
し
い
。
中
小
企
業
に
は

Ａ
Ｉ
も
デ
ジ
タ
ル
化
も
関
係
な
い
、
本

当
に
そ
う
だ
ろ
う
か
？
売
上
が
右
肩
上

が
り
で
、
人
手
が
足
り
て
い
れ
ば
関
係

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
で
な
け

れ
ば
取
り
組
む
べ
き
テ
ー
マ
だ
。

　
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
ど
れ
だ
け
、

考
え
る
時
間
、
経
営
カ
イ
ゼ
ン
の
時
間

を
作
れ
る
か
。つ
ま
り
、何
か
新
し
い
こ

と
を
す
る
﹁
足
し
算
﹂
の
戦
略
で
は
な

く
、仕
事
を
減
ら
し
て
、自
分
の
時
間
を

確
保
す
る﹁
引
き
算
の
戦
略
﹂が
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
。

　
仕
事
が
早
く
終
わ
れ
ば
、
そ
の
分
休

息
し
た
り
、
お
店
づ
く
り
に
集
中
で
き

る
。
Ａ
Ｉ
に
仕
事
を
奪
わ
れ
る
時
代
で

は
な
く
、
豆
腐
屋
が
豆
腐
に
集
中
す
る

た
め
、
つ
ま
り
本
来
や
る
べ
き
仕
事
に

専
念
す
る
た
め
に
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

活
用
す
る
時
代
が
来
て
い
る
の
で
あ

る
。

中小企業の「クラウド化」・「業務効率化」のススメ
～中小企業の事務作業を年間600時間削減する方法～
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クラウド化・業務効率化のススメ

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
ア
プ
リ
と
同

じ
、と
考
え
れ
ば
分
か
り
や
す
い
。使
い

た
い
も
の
を
選
び
、導
入
す
る
。自
動
更

新
さ
れ
、
ど
ん
ど
ん
便
利
に
な
っ
て
い

く
感
覚
。そ
れ
が
、経
理
や
給
与
事
務
の

領
域
で
も
実
現
で
き
る
の
が
、
ク
ラ
ウ

ド
サ
ー
ビ
ス
の
力
で
あ
る
。

　
ク
ラ
ウ
ド
に
は
導
入
ハ
ー
ド
ル
の
低

さ
に
加
え
て
、
も
う
ひ
と
つ
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
。
そ
れ
は
業
務
の
﹁
自
動
化
﹂
と

い
う
観
点
だ
。具
体
的
に
は
、ク
ラ
ウ
ド

Ｐ
Ｏ
Ｓ
レ
ジ
と
連
動
で
き
る
ク
ラ
ウ
ド

会
計
ソ
フ
ト
を
導
入
し
て
い
れ
ば
、
お

店
の
売
上
デ
ー
タ
が
会
計
に
自
動
的
に

反
映
さ
れ
る
。こ
れ
に
よ
り
、年
間
数
百

回
も
の
仕
訳
入
力
が
自
動
化
さ
れ
、
ま

た
転
記
の
ミ
ス
も
無
く
な
る
。

　
事
務
作
業
の
領
域
を
自
動
化
し
、
な

る
べ
く
人
手
が
か
か
ら
な
い
環
境
を
つ

く
る
こ
と
は
、人
手
不
足
の
今
の
時
代
、

喫
緊
の
テ
ー
マ
だ
。﹁
何
か
ら
始
め
た

ら
﹂と
い
う
方
は
ぜ
ひ
恐
れ
ず
、商
工
会

議
所
や
、
す
で
に
活
用
を
始
め
て
い
る

身
近
な
経
営
者
に
ま
ず
は
相
談
し
て
み

て
ほ
し
い
。必
ず
、デ
ジ
タ
ル
化
の
扉
は

開
く
は
ず
だ
。

　
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
始
め
と
し
た

Ｉ
Ｔ
技
術
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
。

そ
れ
は
ひ
と
え
に﹁
単
純
作
業
・
集
計
作

業
﹂
の
撲
滅
。
こ
れ
に
尽
き
る
。
何
度
も

同
じ
情
報
を
加
工
し
て
は
集
計
し
、
ま

た
転
記
し
…
と
繰
り
返
し
て
い
る
作
業

も
、一
度
デ
ー
タ
化
し
て
し
ま
え
ば
、集

計
作
業
の
大
半
か
ら
開
放
さ
れ
る
。
情

報
を
右
か
ら
左
へ
書
き
写
す
の
は
﹁
仕

事
﹂
で
は
な
く
﹁
作
業
﹂
だ
。
本
来
経
営

は
、
利
益
に
つ
な
が
る
﹁
仕
事
﹂
に
専
念

す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー

ビ
ス
は
、
大
企
業
し
か
で
き
な
か
っ
た

こ
の
作
業
の
簡
略
化
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
る
、中
小
企
業
の
強
い
味
方
だ
。

　
長
野
県
富
士
見
町
に
、
両
国
屋
豆
腐

店
と
い
う
老
舗
の
豆
腐
屋
が
あ
る
。
事

務
作
業
に
忙
殺
さ
れ
、
社
長
の
言
葉
を

借
り
れ
ば﹁
脳
内
は
事
務
の
こ
と
８
割
、

豆
腐
の
こ
と
は
た
っ
た
２
割
し
か
考
え

ら
れ
な
か
っ
た
﹂。受
注
伝
票
を
手
書
き

で
作
成
。仕
込
計
画
も
、す
べ
て
鉛
筆
と

電
卓
で
集
計
。
毎
日
３
時
間
近
く
が
事

務
作
業
に
消
え
る
。﹁
こ
れ
で
は
豆
腐
屋

を
つ
づ
け
ら
れ
な
い
﹂。当
社
に
相
談
が

来
た
と
き
に
は
、
労
働
時
間
の
削
減
が

急
務
、
と
い
う
こ
と
が
す
ぐ
に
分
か
っ

た
。

　
紙
か
ら
集
計
、
紙
に
記
録
…
と
い

う
転
記
作
業
が
、
今
で
は
ク
ラ
ウ
ド

上
に
注
文
情
報
を

”１
度
登
録
“
す

る
だ
け
で
、
製
造
計
画
や
出
荷
計
画

が

自

動
で
作
成
さ
れ
る
。
こ
れ
に
は

k
in

to
n

e

︵
キ
ン
ト
ー
ン
︶と
い
う
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
た
。
そ
の
後

の
入
金
チ
ェ
ッ
ク
や
売
上
管
理
、
最
終

的
に
確
定
申
告
に
は
、
ク
ラ
ウ
ド
会
計

fre
e
e

︵
フ
リ
ー
︶を
使
う
。kin

to
n

e

か

ら
デ
ー
タ
を
連
携
さ
せ
て
い
る
た
め
、

会
計fre
e
e

へ
の
打
ち
込
み
直
し
は
発

生
し
な
い
。
事
務
の
時
間
は
３
時
間
か

ら
30
分
に
ま
で
、短
縮
し
た
。
30
年
来
の

経
理
担
当
の
母
親
も
、
今
年
よ
う
や
く

引
退
で
き
た
。

 

﹁
単
純
作
業
が
年
間

”６
０
０
時
間
“
近

く
減
っ
た
。
営
業
や
商
品
開
発
と
い
っ

た
本
来
や
り
た
か
っ
た
仕
事
に
専
念
で

き
る
。た
っ
た
１
年
の
改
革
だ
が
、新
規

顧
客
も
増
え
、売
上
も
回
復
し
た
。生
産

性
改
革
っ
て
い
う
と
遠
い
世
界
の
話
か

と
思
っ
た
が
、
こ
ん
な
身
近
な
こ
と

だ
っ
た
ん
だ
﹂と
笑
顔
で
語
る
。

　
﹁
Ａ
Ｉ
に
仕
事
を
奪
わ
れ
る
﹂―
。
そ

う
言
わ
れ
て
久
し
い
。
中
小
企
業
に
は

Ａ
Ｉ
も
デ
ジ
タ
ル
化
も
関
係
な
い
、
本

当
に
そ
う
だ
ろ
う
か
？
売
上
が
右
肩
上

が
り
で
、
人
手
が
足
り
て
い
れ
ば
関
係

な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
う
で
な
け

れ
ば
取
り
組
む
べ
き
テ
ー
マ
だ
。

　
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
ど
れ
だ
け
、

考
え
る
時
間
、
経
営
カ
イ
ゼ
ン
の
時
間

を
作
れ
る
か
。つ
ま
り
、何
か
新
し
い
こ

と
を
す
る
﹁
足
し
算
﹂
の
戦
略
で
は
な

く
、仕
事
を
減
ら
し
て
、自
分
の
時
間
を

確
保
す
る﹁
引
き
算
の
戦
略
﹂が
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
。

　
仕
事
が
早
く
終
わ
れ
ば
、
そ
の
分
休

息
し
た
り
、
お
店
づ
く
り
に
集
中
で
き

る
。
Ａ
Ｉ
に
仕
事
を
奪
わ
れ
る
時
代
で

は
な
く
、
豆
腐
屋
が
豆
腐
に
集
中
す
る

た
め
、
つ
ま
り
本
来
や
る
べ
き
仕
事
に

専
念
す
る
た
め
に
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を

活
用
す
る
時
代
が
来
て
い
る
の
で
あ

る
。

　1991年、広島県出身。早稲田大学を卒業後、
NTTデータイントラマート、freee（フリー）株式
会社での勤務を経て、現在は長野県の企業が
「100年続く」を当たり前にするために、経営の
テクノロジー化、デジタル化支援を行う「つづく
株式会社」を経営。長野県を中心に製造業、飲食業
など多様な中小企業のバックオフィスの「自動
化」を実現している。

PROFILE

つづく株式会社　
代表取締役

井領　明広

【クラウド会計ソフトfreeeを利用して、経理を自動化した】

【iPadで受注状況を把握する】

「
作
業
」を
や
め
て

　
　
　
　「
仕
事
」を
し
よ
う
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会員さんクローズアップ

ス
ポ
ー
ツ
栄
養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
、
よ
り
多
く
の
方
に
役
立
て
た
い

ア
ス
リ
ー
ト
の
体
づ
く
り
は

成
長
期
の
食
事
か
ら
考
え
る
べ
き

小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
を

「
サ
プ
Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
」の
宣
伝
に
活
用

鹿
児
島
で
の
国
体
開
催
に
向
け
て

悔
い
の
な
い
よ
う
に
取
り
組
む

　
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
の
観
点
か
ら
健
康
な

体
づ
く
り
を
支
援
す
る
。
そ
れ
が
私
た
ち

の
事
業
で
す
。
活
動
と
し
て
は
セ
ミ
ナ
ー

へ
の
講
師
派
遣
、
ア
ス
リ
ー
ト
サ
ポ
ー
ト
、

食
環
境
整
備
な
ど
を
展
開
。
ま
た
、
今
年

６
月
か
ら
、
鹿
児
島
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ

と
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
業
務

提
携
を
結
び
、
選
手
の
健
康
管
理
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
私
は
鹿
屋
体
育
大
学
の
教
員
で
も
あ
り

ま
す
︵
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
学
の
講
師
︶
。
ち

な
み
に
、
産
学
官
連
携
に
よ
る
﹁
鹿
屋
ア

ス
リ
ー
ト
食
堂
﹂
が
２
０
１
４
年
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
に
も
メ

ニ
ュ
ー
監
修
で
参
画
し
ま
し
た
。

　
大
学
で
ア
ス
リ
ー
ト
の
サ
ポ
ー
ト
を
す

る
中
で
、
故
障
に
悩
ま
さ
れ
る
人
が
多
い

と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
原
因
の
ひ
と
つ
は
、

成
長
期
の
栄
養
摂
取
状
況
に
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
日
本
の
食
生
活
は
﹁
鉄
﹂
が
不

足
し
が
ち
。
貧
血
の
方
が
と
て
も
多
い
の

で
す
。
こ
れ
か
ら
体
が
作
ら
れ
て
い
く
子

供
た
ち
へ
の
支
援
の
必
要
性
を
強
く
感
じ

ま
し
た
。
こ
の
こ
と
を
含
め
、
活
動
の
幅

を
も
っ
と
広
げ
た
い
と
考
え
て
２
０
１
６

年
に
起
業
し
た
と
い
う
わ
け
で
す
。

　
形
の
あ
る
も
の
を
提
供
す
る
こ
と
で
事

業
の
広
が
り
を
期
待
で
き
そ
う
だ
、
と
考

え
て
い
ま
す
。
ア
イ
デ
ア
は
い
ろ
い
ろ

あ
っ
て
、
商
品
開
発
を
積
極
的
に
行
っ
て

い
ま
す
。
健
康
状
態
を
把
握
す
る
た
め
の

検
査
サ
ー
ビ
ス
や
簡
易
キ
ッ
ト
、
ス
ポ
ー

ツ
を
さ
れ
る
方
の
た
め
の
﹁
勝
星
弁
当
﹂
、

レ
シ
ピ
集
、
鉄
分
を
は
じ
め
栄
養
摂
取
に

特
化
し
た
冷
凍
惣
菜
﹁
サ
プ
Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
﹂

と
い
っ
た
も
の
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
の
材
料
は
揃
っ
て
き
て
い
る

の
で
す
が
、
広
げ
て
い
く
こ
と
に
は
難
し

さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
ど
う
売
り
込
ん
で

い
け
ば
い
い
の
か
、
自
分
た
ち
だ
け
で
は

わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
。
た
く
さ
ん
の

方
に
相
談
し
、
助
け
て
も
ら
い
な
が
ら
事

業
を
展
開
し
て
い
る
と
い
う
感
じ
で
す
。

　
商
工
会
議
所
に
も
い
ろ
い
ろ
と
相
談
に

の
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
小
規
模
事
業

者
持
続
化
補
助
金
制
度
を
検
査
キ
ッ
ト
の

開
発
・
販
売
に
活
用
し
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
﹁
サ
プ
Ｄ
Ｅ
Ｌ
Ｉ
﹂
の
宣
伝
活
動
に
も

使
う
予
定
で
す
。
担
当
の
方
が
申
請
書
類

の
書
き
方
を
丁
寧
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い

ま
す
。
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。

　
２
０
２
０
年
は
第
75
回
国
民
体
育
大
会

︵
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
︶
が
開
催
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
あ
り
ま
す
ね
。
鹿

児
島
で
の
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
注
目
度
が
ぐ
っ

と
高
ま
る
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
の
事
業
が

飛
躍
す
る
に
は
大
き
な
好
機
で
す
。
こ
こ

で
取
り
こ
ぼ
さ
な
い
よ
う
に
、
で
き
る
こ

と
は
す
べ
て
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
鹿
児
島
の
食
の
ア

ピ
ー
ル
と
い
っ
た
こ
と
に
貢
献
で
き
る
ア

イ
デ
ア
を
、
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｏ
食
ス
ポ
ー
ツ
は

持
っ
て
い
ま
す
。
行
政
や
企
業
様
に
声
を

か
け
、
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
っ
て
い
た
だ
き
、

い
ろ
い
ろ
な
企
画
を
実
現
さ
せ
た
い
。

　
国
体
開
催
の
時
期
が
迫
っ
て
き
て
い
ま

す
が
、
ま
だ
ま
だ
実
現
可
能
な
こ
と
は
あ

る
。
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
頑
張
り
ま
す
！ 

アスリートが能力を最大限に発揮するための食生活を考える
「スポーツ栄養学」。その専門家が起業し、より良い「食」を提案。
部活動で頑張る子供たちをはじめ、幅広く支援しています。

ながしま      みおこ

長島 未央子 さん（38）代表取締役社長

株式会社KAGO食スポーツ

会員さんクローズアップ

創　　業
2016年9月
住　　所
鹿児島市易居町1-2
鹿児島市役所みなと
大通り別館
ソーホーかごしま14号室
T E L
099-813-7920

「サプDELI」はレバー入りハンバーグや、レバー甘辛煮など。
レバーが苦手な人でも食べやすく仕上げています。

会 員 さ ん 情 報 【株式会社KAGO食スポーツ】
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快進撃企業に学べ

1947年生まれ。福井県立大学教授、静岡文化芸
術大学教授。法政大学大学院政策創造研究科(地
域づくり大学院)教授、 同静岡サテライトキャン
パス長などを歴任。国や県、市町、商工会議所など
の審議会・委員会の委員を多数兼務している。著
書に『日本でいちばん大切にしたい会社』(あさ出
版)、『この会社はなぜ快進撃が続くのか』(かんき
出版)など。

さかもと・こうじ

Kouji
Sakamoto

PROFILE

会
長
　
坂
本 

光
司

人
を
大
切
に
す
る
経
営
学
会

　
愛
知
県
一
宮
市
に
、株
式
会
社
エ
コ
建
築

考
房
と
い
う
社
名
の
注
文
住
宅
メ
ー
カ
ー

が
あ
る
。創
業
は
、
今
か
ら
21
年
前
の
１
９

９
８
年
。現
社
長
で
あ
る
喜
多
茂
樹
氏
の
義

理
の
父
に
当
た
る
髙
間
利
雄
氏
が
、あ
る
住

宅
メ
ー
カ
ー
を
脱
サ
ラ
し
て
ス
タ
ー
ト
し

た
。

　
創
業
の
き
っ
か
け
は
、家
族
の
健
康
に
悪

い
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
合
板
や
集
成
材
、

さ
ら
に
は
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
の
化
学
製
品
が

多
用
さ
れ
た
住
宅
を
建
て
て
い
い
の
か
、

売
っ
て
い
い
の
か
、と
い
う
強
い
思
い
で
あ

る
。

　
真
に
家
族
の
健
康
づ
く
り
・
だ
ん
ら
ん

づ
く
り
の
役
に
立
つ
住
宅
を
提
供
し
た
い

と
い
う
、創
業
の
精
神
・
思
い
は
、当
初
、市

場
に
な
か
な
か
評
価
さ
れ
ず
苦
労
し
た
が
、

そ
の
後
、娘
婿
で
あ
る
他
業
界
出
身
の
喜
多

氏
が
入
社
し
、
２
０
１
２
年
か
ら
、
創
業
者

の
義
父
と
喜
多
氏
、社
員
が
一
丸
と
な
り
業

務
を
見
直
し
改
善
し
た
結
果
、次
第
に
市
場

で
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　
喜
多
社
長
は
、
事
業
を
承
継
す
る
や
否

や
、
先
代
の
創
業
の
精
神
で
あ
る﹁
国
産
無

垢
︵
む
く
︶
材
に
よ
る
健
康
住
宅
﹂
づ
く
り
、

﹁
健
や
か
に
暮
ら
す
住
宅
﹂づ
く
り
を
、
よ
り

一
層
前
面
に
出
す
と
と
も
に
、
こ
の
間
、
社

員
は
も
と
よ
り
協
力
事
業
者
と
一
体
と

な
っ
て
無
理
を
し
な
い
誠
実
な
経
営
や
、地

道
な
地
域
貢
献
・
社
会
貢
献
活
動
を
行
っ

て
き
た
。

　
苦
労
と
努
力
が
実
り
、入
社
し
た
12
年
当

時
の
社
員
数
は
９
人
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
、年
々
増
加
し
て
今
や
43
人
に
ま
で
な
っ

た
。

　
営
業
担
当
の
社
員
は
１
人
も
い
な
い
が
、

同
社
の
住
宅
づ
く
り
の
変
わ
ら
ぬ
基
本
姿

勢
と
行
動
が
口
コ
ミ
で
広
が
っ
て
い
き
、工

期
が
他
の
住
宅
メ
ー
カ
ー
よ
り
は
る
か
に

長
い
︵
平
均
工
期
約
７
カ
月
︶
に
も
か
か
わ

ら
ず
、今
や
年
間
の
新
築
住
宅
戸
数
は
30
棟

に
達
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
驚
く
の
は
、同
社
の
社
員
の
約
３

分
の
１
は
同
社
が
住
宅
を
建
て
た
と
き
の

顧
客
で
、中
に
は
同
業
他
社
か
ら
同
社
に
あ

え
て
転
職
し
た
者
も
い
る
点
だ
。

　
先
日
、
機
会
が
あ
っ
て
、
春
日
井
市
の
住

宅
展
示
場︵
ナ
ゴ
ヤ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

春
日
井
会
場
︶に
あ
る
、
同
社
の
モ
デ
ル
ハ

ウ
ス
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。数
あ
る

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
の
中
で
も
看
板
や
の
ぼ
り

な
ど
Ｐ
Ｒ
す
る
も
の
が
何
一
つ
な
い
、既
に

入
居
者
が
い
る
の
で
は
な
い
か
と
勘
違
い

し
そ
う
な
２
階
建
て
の
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
で

あ
っ
た
。

　
中
に
入
る
と
、
広
々
と
し
た
居
住
空
間

と
、ま
る
で
森
の
中
に
い
る
よ
う
な
木
の
香

り
が
漂
う
素
敵
な
住
宅
で
あ
っ
た
。そ
れ
も

そ
の
は
ず
、
柱
や
土
台
、
さ
ら
に
は
梁︵
は

り
︶な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る
部
材
の
全
て

は
、
Ｆ
Ｓ
Ｃ
︵F

o
re

s
t S

te
w

a
rd

s
h

ip
 

C
ou

n
cil

＝
森
林
管
理
協
議
会
︶
の
森
林
認

証︵
森
林
の
管
理
方
法
や
流
通
、
由
来
す
る

製
品
に
関
す
る
国
際
的
な
森
林
認
証
制
度
︶

を
受
け
た
岐
阜
県
加
茂
郡
東
白
川
村
の
山

か
ら
切
り
出
し
た
ヒ
ノ
キ
や
杉
だ
と
い
う
。

﹁
真
の
営
業
と
は
、
営
業
を
し
な
い
営
業
の

こ
と
を
言
う
﹂
と
い
う
言
葉
に
ふ
さ
わ
し

い
、い
い
会
社
で
あ
る
。

快
進
撃
企
業
に
学
べ

健
や
か
に
暮
ら
す
家
づ
く
り
を
す
る
『
エ
コ
建
築
考
房
』
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photo News
　
８
月
17
日
、鹿
児
島
商
工
会
議
所
青
年
部
は
、

キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ス
タ
を
鹿
児
島
中

央
駅
若
き
薩
摩
群
像
前
で
開
催
し
た
。当
日
は

３
つ
の
子
ど
も
食
堂
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
子

ど
も
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
、
わ
た
あ
め
や
タ

ピ
オ
カ
ド
リ
ン
ク
な
ど
の
販
売
を
行
っ
た
。他

に
も
﹁
薩
摩
源
氏
蛍
﹂
に
よ
る
演
舞
や
マ
ー
チ

ン
グ
バ
ン
ド
に
よ
る
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　
青
年
部
の
若
松
会
長
は
﹁
子
供
た
ち
が
楽
し

そ
う
に
販
売
し
て
い
て
素
晴
ら
し
い
時
間
に

な
っ
た
。今
後
も
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
事

業
を
企
画
し
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
青
年
部
と

な
っ
て
い
き
た
い
﹂と
話
し
た
。

　
８
月
27
日
、
㈱
フ
ォ
ー
グ
ッ
ド
・
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
の
宗
形
悠
平
氏
を
講
師
に
招
き
、
消

費
税
軽
減
税
率
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　
本
年
10
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
消
費
税
軽
減

税
率
制
度
の
概
要
や
、
対
象
品
目
と
価
格
表
示

の
原
則
、
適
用
税
率
ご
と
の
事
務
処
理
、
販
売
・

仕
入
時
の
業
務
フ
ロ
ー
等
に
つ
い
て
説
明
を

行
っ
た
。ま
た
、
経
理
事
務
の
効
率
化
に
有
効

な
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
や
、
レ
ジ
導
入
に
関

す
る
補
助
金
に
つ
い
て
も
解
説
し
た
。

　
37
名
の
受
講
者
か
ら
は
、﹁
当
社
の
商
品
の

う
ち
、
軽
減
税
率
の
対
象
に
な
る
商
品
を
把
握

で
き
た
﹂﹁
確
定
申
告
時
に
苦
労
し
な
い
よ
う

に
、
適
用
税
率
ご
と
の
事
務
処
理
を
き
ち
ん
と

し
て
い
き
た
い
﹂な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ス
タ
を
開
催

8
17

鹿
児
島
商
工
会
議
所
青
年
部

フォトニュース

軽
減
税
率
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

8
27

消
費
税
軽
減
税
率
セ
ミ
ナ
ー

　
８
月
30
日
、
富
田
Ｉ
Ｔ
経
営
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
合
同
会
社
の
富
田
良
治
氏
を
講
師
に
招
き
、

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　
現
在
、
国
が
普
及
促
進
し
て
い
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
種
類
や
国
内
の
動
向
、
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
、
端
末
導
入
助
成
を
含

む
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
・
消
費
者
還
元
事
業
等
に

つ
い
て
具
体
的
に
説
明
を
行
っ
た
。ま
た
、
セ
ミ

ナ
ー
の
最
後
に
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
決
済
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
の
実
務
で
の
活
用
方
法
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

　
53
名
の
受
講
者
か
ら
は
、﹁
決
済
サ
ー
ビ
ス
の

種
類
が
多
く
何
か
ら
始
め
れ
ば
よ
い
の
か
わ
か

ら
な
か
っ
た
が
、
各
決
済
サ
ー
ビ
ス
の
比
較
や

店
舗
で
の
活
用
事
例
を
知
り
、
今
後
何
を
す
れ

ば
よ
い
の
か
わ
か
っ
た
﹂な
ど
の
声
が
あ
っ
た
。

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の

　
　
　
　
　
　
　
活
用
事
例
を
紹
介

8
30

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
セ
ミ
ナ
ー
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中小企業のセキュリティー対策

■
原
則
③

　
関
係
者
と
は
常
に
情
報
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
に
関
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
取
る

　
顧
客
や
取
引
先
な
ど
業
務
上
の
関
係
者

か
ら
の
信
頼
を
高
め
る
に
は
、
普
段
か
ら

自
社
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
や
、

事
故
が
起
き
た
と
き
の
対
応
に
つ
い
て
、

関
係
者
に
明
確
に
説
明
で
き
る
よ
う
に
経

営
者
自
身
が
理
解
し
、
整
理
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

　
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
に
関
す
る
関
係
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
当
た
っ
て

は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
自
己
宣
言
制
度﹁
Ｓ

Ｅ
Ｃ
Ｕ
Ｒ
Ｉ
Ｔ
Ｙ
　
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
﹂
を
活

用
し
て
ほ
し
い
。利
用
手
数
料
は
無
料
。具
体

的
な
手
続
き
は
Ｉ
Ｐ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

︵h
ttp

s
://w

w
w
.ip

a
.g
o
.jp

/s
e
c
u
rity

-

a
c
tio

n
/

︶
を
確
認
し
て
ほ
し
い
。

　
具
体
的
な
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

の
ル
ー
ル
や
仕
組
み
の
構
築
は
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
参
考
に
社
内
の
担
当
者
や
外
部

の
専
門
家
が
担
う
企
業
も
多
い
で
あ
ろ
う

が
、
経
営
者
は
３
原
則
を
認
識
し
、
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
を
主
導
し
て
ほ
し

い
。

︵
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
・

江
島
将
和
︶

　
経
営
者
編
で
は
、
経
営
者
は
次
に
挙
げ

る
３
原
則
を
認
識
し
、
対
策
を
進
め
る
必

要
が
あ
る
と
し
て
い
る
。

■
原
則
①

　
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
は
経
営

者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
進
め
る

　
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
を
進
め
て

い
く
上
で
は
経
営
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
不
可
欠
。現
場
任
せ
に
せ
ず
経
営
者
が

判
断
し
て
意
思
決
定
し
、
自
社
の
事
業
に

見
合
っ
た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
の

実
施
を
主
導
す
る
。

■
原
則
②

　
委
託
先
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対

策
ま
で
考
慮
す
る

　
企
業
経
営
に
お
い
て
外
部
リ
ソ
ー
ス
の

活
用
は
不
可
欠
だ
が
、
委
託
先
に
て
情
報

漏
え
い
な
ど
が
発
生
し
て
も
、
委
託
元
と

し
て
の
管
理
責
任
を
問
わ
れ
る
。そ
の
た

め
、
委
託
先
や
再
委
託
先
の
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
対
策
ま
で
考
慮
す
る
必
要
が
あ

る
。ま
た
、
受
託
の
場
合
は
、
依
託
元
の
情

報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
要
件
に
対
応
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

〔
第
25
回
〕ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
大
幅
改
定

経
営
者
が
認
識
す
べ
き
3
原
則

中小企業の情報セキュリティ対策
ガイドライン第 3版

　
独
立
行
政
法
人
情
報
処
理
推
進
機
構
︵
Ｉ

Ｐ
Ａ
︶
は
、
中
小
企
業
に
お
け
る
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
の
考
え
方
や
実
践
方

法
を
具
体
的
に
示
し
た
﹁
中
小
企
業
の
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第
３

版
﹂
を
策
定
し
、Ｉ
Ｐ
Ａ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

︵h
ttp

s://w
w
w
.ip
a
.g
o
.jp
/se

cu
rity

/k
ei

h
atsu

/sm
e/g

u
id
elin

e/

︶で
公
表
し
た
。

　
第
３
版
は
第
２
版
か
ら
２
年
４
カ
月
ぶ

り
の
大
幅
改
訂
で
、﹁
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
経
営
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂の
改
訂
や
、中

小
企
業
を
取
り
巻
く
Ｉ
Ｔ
環
境
な
ど
の
変

化
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。

　
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
に
お
い
て

最
も
重
要
な
意
思
決
定
者
で
あ
る
経
営
者

が
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
重
要
性
を
自

ら
認
識
し
、
何
に
取
り
組
む
べ
き
か
を
ま

と
め
た
﹁
経
営
者
編
﹂
と
、
専
門
的
知
識
が

な
い
実
務
担
当
者
に
も
実
践
で
き
る
よ
う

具
体
的
に
手
順
を
記
し
た
﹁
実
践
編
﹂
の
２

部
構
成
を
維
持
し
つ
つ
、
経
営
者
編
で
は
、

Ｉ
Ｔ
に
詳
し
く
な
い
中
小
企
業
の
経
営
者

に
と
っ
て
よ
り
理
解
し
や
す
い
表
現
へ
と

改
善
を
図
っ
た
。ま
た
、
実
践
編
で
は
、
対

策
に
取
り
組
め
て
い
な
い
中
小
企
業
が
組

織
的
な
対
策
を
段
階
的
に
進
め
て
い
け
る

よ
う
に
構
成
を
見
直
し
た
。

　
さ
ら
に
、
中
小
企
業
に
お
い
て
も
活
用

が
進
む
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、

安
全
に
利
用
す
る
た
め
の
留
意
事
項
や

チ
ェ
ッ
ク
項
目
を
ま
と
め
た
手
引
き
﹁
中

小
企
業
の
た
め
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
安

全
利
用
の
手
引
き
﹂
を
付
録
と
し
て
追
加

し
た
。

　
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
は
何
か
ら

始
め
れ
ば
よ
い
か
、
ど
こ
ま
で
や
れ
ば
よ

い
か
、
そ
の
よ
う
な
中
小
企
業
の
疑
問
に

応
え
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
企
業
の

規
模
や
業
種
に
か
か
わ
ら
ず
参
考
と
な
る

の
で
活
用
し
て
ほ
し
い
。

中
小
企
業
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

対
策

中
小
企
業
の

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

対
策
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インフォメーション経営相談ガイド

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
企
業
支
援
部 

経
営
支
援
二
課

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９︵
２
２
５
︶９
５
３
４

　
当
商
工
会
議
所
は
毎
月
第
２
水
曜
日
に
、
弁

護
士
、
税
理
士
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
の
職
員

な
ど
、
各
分
野
の
専
門
家
に
よ
る
相
談
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
企
業
の
秘
密
は
厳
守
致
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
︵
事

前
に
お
電
話
で
ご
予
約
を
お
願
い
致
し
ま

す
︶。※
10
月
の
み
法
律
と
税
務
を
2
回
に
分

け
て
実
施
し
ま
す
。

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
専
門
相
談
会
（
無
料
）

毎
月
第
2
水
曜
日
に
専
門
家
に
よ
る

相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
経
営
に
役
立
つ
研
修
会
、
セ
ミ
ナ
ー
、
相
談

会
の
お
知
ら
せ
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
を

毎
月
２
回
メ
ー
ル
で
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　
メ
ー
ル
で
の
お
知
ら
せ
の
た
め
、
手
軽
に

チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま
す
。ま
た
、
タ
イ
ム
リ
ー
な

情
報
を
す
ぐ
に
取
得
で
き
ま
す
。

登
録
は
無
料
で
す
。

■
主
な
配
信
内
容

○
商
工
会
議
所
の
新
着
情
報

○
相
談
会
・
各
種
制
度
の
ご
案
内

○
セ
ミ
ナ
ー
・
研
修
会
の
開
催
案
内

○
お
役
立
ち
地
域
情
報

■
登
録
は
コ
チ
ラ
か
ら↓

■
Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
ttp

://w
w

w
.k

ag
o
sh

im
acci.o

r.jp
/?p

=5
9

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
を

い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ

○
お
問
い
合
わ
せ
先

　
鹿
児
島
商
工
会
議
所
企
業
支
援
部

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９︵
２
２
５
︶９
５
３
３

経
営
相
談
ガ
イ
ド

令和元年10〜12月の相談日

■日時/毎月第２水曜日13時30分〜16時

令和元年　10月  9日(水) 法律・金融

　　　　　10月16日(水) 税務・金融

　　　　　11月13日(水)法律・税務・金融

　　　　　12月11日(水) 法律・税務・金融

■場所/鹿児島商工会議所　13階

■相談内容/法律、税務、金融(融資)など
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経営改善支援センター事例特集

　
鹿
児
島
県
中
小
企
業
再
生
支
援
協
議
会

内
に
設
置
し
た
﹁
経
営
改
善
支
援
セ
ン

タ
ー
﹂
で
は
、
外
部
専
門
家
︵
認
定
支
援

機
関
︶
の
支
援
を
受
け
た
経
営
改
善
計
画

の
策
定
支
援
に
係
る
費
用
︵
計
画
の
策
定

費
用
及
び
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
費
用
等
︶
の
支

援
を
行
い
ま
す
。
ご
相
談
は
無
料
。
秘
密

厳
守
し
ま
す
︵
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
︶

経
営
改
善
計
画
策
定
支
援
事
業

︵
通
称

：

４
０
５
事
業
︶

　
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
方
が
、

国
の
認
定
を
受
け
た
専
門
家
︵
認
定
支
援

機
関
・
税
理
士
・
中
小
企
業
診
断
士
・
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
︶
の
支
援
を
得
て
、
借

入
金
の
返
済
負
担
等
の
財
務
上
の
問
題
解

決
の
た
め
金
融
機
関
か
ら
の
金
融
支
援
︵
条

件
変
更
・
借
換
融
資
・
新
規
融
資
等
︶
を

受
け
る
た
め
の
改
善
計
画
書
づ
く
り
と
そ

の
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
費
用
︵
３
年
間
︶

の
総
費
用
の
3
分
の
2
を
支
援
す
る
事
業

︵
上
限
２
０
０
万
円
︶

鹿
児
島
県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

鹿
児
島
県
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
鹿
児
島
市
東
千
石
町

　
１

-

38
ア
イ
ム
ビ
ル
８
階

　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
９
９︵
２
２
５
︶９
１
２
３

業　種：生活関連サービス業
売上高：3千万円
社　員：4名
認定支援機関：税理士事務所

︵
悩
み
︶

・
イ
ベ
ン
ト
時
期
に
よ
る
売
上
の
増
減
は

あ
る
も
の
の
、
全
体
的
に
売
上
は
減

少
傾
向
。
約
定
通
り
返
済
︵
４
金
融

機
関
か
ら
借
入
︶を
し
て
い
た
が
、徐
々

に
資
金
繰
り
に
窮
し
、
金
融
機
関
に

借
入
金
の
償
還
条
件
変
更
を
要
請
。

︵
経
営
改
善
計
画
の
策
定
︶

・
税
理
士
に
相
談
し
、
社
内
の
現
状
や
体

制
を
再
確
認
し
た
上
で
、
達
成
可
能

な
数
値
目
標
を
協
議
。

・
営
業
力
強
化
に
よ
る
売
上
目
標
の
前
年

度
比
１
１
１
％
の
設
定
や
役
員
報
酬

の
減
額
等
の
数
値
目
標
を
設
定
し
た

経
営
改
善
計
画
を
策
定
。

︵
金
融
支
援
の
内
容
︶

・
残
債
を
含
め
運
転
資
金
と
し
て
借
換

︵
返
済
期
間
１５
年
︶
し
、
月
の
返
済
額

を
圧
縮
。

　
そ
の
他
金
融
機
関
の
月
額
返
済
も
減

額
を
取
り
付
け
た
。

︵
事
後
対
応
︶

・
６
ケ
月
毎
に
金
融
機
関
並
び
に
認
定

支
援
機
関
と
の
報
告
会
議
で
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
実
施
。
問
題
が
あ
る
時
に

は
対
応
策
を
協
議
す
る
よ
う
に
し

た
。
ま
た
、
事
業
承
継
も
今
後
の
課

題
で
あ
る
た
め
、
後
継
者
育
成
の
支

援
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。

︻
計
画
策
定
費
用
︼

・
計
画
策
定
総
費
用
　
約
45
万
円
︵
う

ち
申
請
者
負
担
15
万
円
・
セ
ン
タ
ー

支
援
30
万
円
︶

　
※
計
画
策
定
費
用
に
つ
い
て
は
事
業

者
ご
と
の
状
況
に
よ
り
異
な
り
ま

す
。

︵
悩
み
︶

・
業
況
は
増
収
増
益
基
調
で
あ
る
が
、

後
継
者
が
将
来
の
経
営
に
不
安
を
感

じ
、
顧
問
の
税
理
士
事
務
所
に
相
談
。

︵
経
営
改
善
計
画
の
策
定
︶

・
財
務
面
や
非
財
務
面
も
含
め
現
状
認

識
・
将
来
の
目
標
・
対
応
策
に
つ
い

て
具
体
化
。
加
え
て
、
新
店
舗
検
討
・

人
員
確
保
策
・
人
事
制
度
の
検
討
・

会
長
役
員
退
職
金
清
算
方
法
等
課
題

へ
の
解
決
期
間
・
方
法
に
つ
い
て
も

明
確
に
し
た
。

︵
そ
の
後
︶

・
金
融
機
関
に
、
経
営
理
念
・
課
題
・

計
数
計
画
等
を
早
期
経
営
改
善
計
画

書
に
基
づ
き
説
明
。
将
来
の
設
備
計

画
の
資
金
調
達
に
つ
い
て
検
討
し
て

も
ら
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。

︻
計
画
策
定
費
用
︼

・
計
画
策
定
総
費
用
　
21
万
円
︵
う
ち

申
請
者
負
担
７
万
円
・
セ
ン
タ
ー
支

援
14
万
円
︶

※
計
画
策
定
費
用
に
つ
い
て
は
事
業
者

ご
と
の
状
況
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

業　種：食品製造業
売上高：6千万円
社　員：12名（内パート8名）
認定支援機関：税理士法人

早
期
経
営
改
善
計
画
策
定
支
援
事
業

︵
通
称

：

プ
レ
４
０
５
事
業
︶

　
金
融
支
援
が
必
要
と
な
る
前
段
階
で
、

自
己
の
経
営
の
見
直
し
の
た
め
の
早
期
経

営
改
善
計
画
書
づ
く
り
と
そ
の
後
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
費
用
︵
１
年
間
︶
の
総
費
用

の
3
分
の
2
を
支
援
す
る
事
業
︵
上
限
20

万
円
︶

活
用

事
例

活
用

事
例

経
営
改
善
の
最
短
距
離
！

専
門
家
と
一
緒
に
経
営
改
善
計
画
書
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
？

経
営
改
善
計
画
書
等
策
定
費
用
の
一
部
を
支
援
し
ま
す
。
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部会委員会活動報告

鹿
児
島
港
の
変
遷
を
学
ぶ

〈
総
合
サ
ー
ビ
ス
部
会
委
員
研
修
会
〉

熱
中
症
対
策
と
し
て
有
効
な

　
　
　
　
　
　
　
水
分
補
給
と
は

　
〈
商
業
部
会
委
員
研
修
会
〉

■
日
時
　
8
月
20
日
18
時
30
分
〜

■
場
所
　
ホ
テ
ル
パ
レ
ス
イ
ン
鹿
児
島

　
　
　
　
4
階
　
鳳
凰

■
講
師

　
大
塚
製
薬
㈱
　
熊
本
支
店

　
　
　
鹿
児
島
出
張
所

　
　
　
　
　
所
長
　
木
下
　
真
太
郎
　
氏

■
演
題

　
熱
中
症
の
予
防
に
つ
い
て

■
概
要

　
熱
中
症
と
は
、高
温
・
多
湿
な
環
境
の
中

で
、体
内
の
水
分
と
塩
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
た
り
、体
内
の
調
整
機
能
が
破
綻
す
る
な

ど
し
て
発
症
す
る
障
害
の
総
称
で
、
め
ま

い
、
吐
き
気
、
け
い
れ
ん
な
ど
の
症
状
が
現

れ
る
。ま
た
、
熱
中
症
に
よ
る
搬
送
者
の
半

数
以
上
は
高
齢
者
に
あ
た
り
、発
生
場
所
は

住
居
が
４
割
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

　
予
防
法
と
し
て
十
分
な
睡
眠
や
食
事
等

に
加
え
、水
分
補
給
が
大
切
で
あ
る
。

　
私
た
ち
の
体
は
成
人
で
約
60
％
が
水
分

で
あ
り
、１
日
に
約
２
・
５
L
の
水
分
を
排

出
し
て
い
る
。体
重
の
約
２
％
の
水
分
を
失

う
と
の
ど
が
渇
き
始
め
る
た
め
、水
分
補
給

の
目
安
と
な
る
。

　
し
か
し
、水
分
の
み
の
摂
取
で
は
体
液
濃

度
が
下
が
る
た
め
効
果
は
低
く
、水
分
と
同

時
に
塩
分
の
摂
取
が
重
要
と
な
り
、厚
生
労

働
省
で
は
約
０
・
１
〜
０
・
２
％
の
食
塩

水
を
摂
取
す
る
こ
と
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、水
分
吸
収
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
る
た

め
に
糖
分
も
同
時
に
摂
取
す
る
こ
と
が
望

ま
し
く
、イ
オ
ン
飲
料
等
で
の
水
分
補
給
が

適
切
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、自
分
で
水
分
補
給
の
タ
イ
ミ
ン

グ
を
知
る
方
法
と
し
て
尿
の
色
を
確
認
す

る
方
法
が
あ
り
、濃
い
色
の
尿
が
出
た
場
合

は
水
分
を
補
う
と
よ
い
。

　
熱
い
日
が
続
い
て
い
る
中
、熱
中
症
に
な

ら
な
い
た
め
に
、ぜ
ひ
基
本
的
な
知
識
と
予

防
法
の
再
確
認
が
必
要
と
な
る
。

部会委員会
活動報告

■
日
時
　
8
月
9
日
17
時
00
分
〜

■
場
所
　
当
商
工
会
議
所
14
階
大
会
議
室

■
講
師

　
鹿
児
島
市
　
建
設
局
　

　
　
都
市
計
画
部
　
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　
　
主
任
　
後
藤
　
光
佑
　
氏

■
演
題

　
鹿
児
島
港
の
歴
史
・
現
状
・
今
後

■
概
要

　
鹿
児
島
港
は
、
１
３
４
１
年
に
多
賀
山

の
東
福
寺
城
を
島
津
家
６
代
当
主
の
氏
久

の
居
城
と
し
た
と
き
に
始
ま
っ
た
と
言
わ

れ
、
以
来
現
在
の
本
港
区
を
中
心
に
台
場

や
波
止
場
が
造
ら
れ
た
。１
９
６
０
年
代

以
降
は
、
貨
物
輸
送
量
の
増
大
や
船
の
大

型
化
に
伴
い
、
埋
め
立
て
が
行
わ
れ
た
た

め
、
鹿
児
島
港
は
ほ
と
ん
ど
が
埋
立
て
に

よ
っ
て
造
ら
れ
た
港
で
あ
る
。

　
港
湾
の
種
類
と
し
て
、
鹿
児
島
港
は﹁
重

要
港
湾
﹂に
位
置
付
け
ら
れ
、
海
上
輸
送
網

の
拠
点
と
な
る
港
湾
に
該
当
す
る
。特
に

マ
リ
ン
ポ
ー
ト
か
ご
し
ま
等
を
中
心
に
、

大
型
客
船
の
寄
港
に
対
応
で
き
る
よ
う
整

備
を
行
っ
て
い
る
。

　
鹿
児
島
港
の
今
後
の
予
定
と
し
て
、
本

港
区
で
は
本
港
区
エ
リ
ア
ま
ち
づ
く
り
推

進
に
あ
た
り
、
事
業
者
公
募
の
た
め
の
要

綱
を
作
成
し
、
今
年
度
中
に
公
募
を
開
始

予
定
。ま
た
、
来
年
は
３
月
に
ド
ル
フ
ィ
ン

ポ
ー
ト
の
各
テ
ナ
ン
ト
が
営
業
を
終
了

し
、６
月
に
定
期
借
地
契
約
が
終
了
す
る
。

　
そ
の
他
、
マ
リ
ン
ポ
ー
ト
か
ご
し
ま
は
、

ク
ル
ー
ズ
船
の
寄
港
増
加
や
大
型
化
に
対

応
す
る
た
め
の
岸
壁
を
国
が
整
備
す
る
予

定
。ま
た
、
臨
港
道
路
の
未
整
備
区
間
で
あ

る
鴨
池
中
央
港
区
線
を
、
令
和
４
年
度
ま

で
に
整
備
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
。
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部会委員会活動報告

麹
の
新
た
な
可
能
性
に
挑
戦

〈
製
造
・
整
備
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
委
員
研
修
会
〉

■
日
時
　
8
月
22
日
18
時
30
分
〜

■
場
所
　
ホ
テ
ル
・
レ
ク
ス
ト
ン
鹿
児
島

■
講
師

　
㈱
河
内
源
一
郎
商
店

　
　
　
　
　
相
談
役
　
池
田
　
隆
一 

氏

■
演
題

　
麹
菌
の
利
用
と
可
能
性

■
概
要

　
当
社
創
業
者
の
河
内
源
一
郎
は
大
蔵
省

へ
就
職
し
、
熊
本
税
務
監
督
局
の
鹿
児
島

工
業
試
験
場
技
官
と
し
て
鹿
児
島
に
赴
任

し
た
。１
９
１
０
年
に
河
内
黒
麹
菌
の
培

養
に
成
功
す
る
ほ
か
、
泡
盛
黒
麹
菌
の
突

然
変
異
に
よ
り
新
種
の
白
麹
菌
︵
河
内
白

麹
菌
︶
発
見
。大
蔵
省
を
退
官
後
に
、
鹿
児

島
県
清
水
町
で
麹
菌
を
製
造
販
売
す
る
河

内
源
一
郎
商
店
を
創
業
し
種
麹
製
造
販
売

を
始
め
た
の
が
、当
社
の
起
こ
り
で
あ
る
。

　
我
々
の
商
材
の
麹
菌
と
は
、
日
本
コ
ウ

ジ
カ
ビ
と
よ
ば
れ
、
高
温
・
高
湿
を
好
み
、

日
本
の
気
候
に
適
し
た
微
生
物
で
あ
る
。

蒸
し
た
米
・
麦
・
大
豆
な
ど
の
穀
物
に
付

着
・
繁
殖
し
、
米
麹
・
麦
麹
・
大
豆
麹
等

を
造
り
、
日
本
特
有
の
発
酵
食
品
を
陰
で

支
え
て
い
る
。

　
わ
が
社
で
は
、
こ
の
よ
う
な
麹
菌
を
活

用
し
て
、
従
来
の
飲
食
料
品
製
造
以
外
の

分
野
に
も
展
開
を
図
っ
て
い
る
。黒
麹
菌

で
食
品
残
渣
を
家
畜
の
餌
に
す
る
と
、
家

畜
の
成
長
促
進
や
、
肉
質
の
向
上
、
死
亡
率

の
低
下
、
ブ
タ
の
フ
ン
の
悪
臭
激
減
等
の

効
果
が
あ
る
。ま
た
、
お
茶
と
黒
麹
を
使
用

し
た
茶
麹
の
サ
プ
リ
メ
ン
ト
は
腸
内
環
境

の
改
善
に
役
立
つ
ほ
か
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の

軽
減
、
が
ん
予
防
に
役
立
つ
Ｎ
Ｋ
細
胞
の

増
加
等
の
効
果
が
あ
る
。さ
ら
に
、
マ
ウ
ス

を
使
っ
て
麹
菌
が
免
疫
に
及
ぼ
す
影
響
を

実
験
し
た
と
こ
ろ
、
麹
菌
を
投
与
し
た
マ

ウ
ス
の
毛
艶
が
良
い
こ
と
を
発
見
。増
加

し
た
制
御
性
Ｔ
細
胞
が
頭
皮
の
毛
髪
の
幹

細
胞
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
た

め
、
育
毛
剤
へ
の
利
用
も
現
在
研
究
し
て

い
る
。

　
当
社
は
麹
で
世
の
中
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
良
い
麹
菌
を
つ

く
り
品
質
の
良
い
発
酵
食
品
を
つ
く
る
だ

け
で
な
く
、
他
の
用
途
も
視
野
に
入
れ
て

麹
の
可
能
性
に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
。



後継者の不在が大きな問題となっています

事業承継への取組みが先送りとなっています

事業承継を進めるにあたってのポイント
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鹿児島県事業引継ぎ支援センター

全国約 4000 の中小企業の経営者に対して行ったインターネット調査では、60 歳以上の経営者
の50％が「廃業を予定している」と回答しています。廃業する理由について最も多かった回答は「当
初から自分の代でやめようと思っていた」（38.2％）というものですが「子どもに継ぐ意思がない」
（12.8％）、「子どもがいない」（9.2％）、「適当な候補者が見つからない」（6.6％）と、後継者が
確保できないことを挙げる回答が3割近くに上がっています。

会社としてこれからも存続できるにも関わらず、事業承継の進め方、実情に対する認識が不足し
ており、事業承継への着手を先送りしたため後継者を確保できなかったというケースもあります。
後継者の育成期間を含めれば、事業承継には5年～10年を要するものと考えられます。

事業承継では、後継者教育などを進めながら経営権を引き継ぐ「人（経営）」の承継、自社株式・
事業用資産、債権や債務など「資産」の承継、経営理念や取引先との人脈、技術、技能といった「知
的財産」の承継を、計画的に着実に進める必要があります。 

鹿児島県事業引継ぎ支援センター
「事業承継」について、本気で考えてみませんか？

まず第三者に話してみること。事業承継の課題が見えてきます。
当センターは、中小企業の事業承継の様々な課題解決を支援する公的機関です。

売り案件、買い案件あります。詳しくはセンターまでご連絡下さい。
事業承継　鹿児島県事業引継ぎ支援センター（鹿児島商工会議所内）
　　　　　TEL 099-225-9534　FAX 099-227-1977
　　　　　〒892‐8588　鹿児島市東千石町1‐38アイムビル13階（鹿児島商工会議所内）
　　　　　http://www.kagoshima‐cci.or.jp   E-mail:k-hikitsugi@chic.ocn.ne.jp
　　　　　＊当センターは公的機関であり、秘密は厳守、相談は無料です。

■後継者に承継する三つの経営資源■

・経営権
・後継者の選定・育成
・後継者との対話
・後継者教育

・株式
・事業用資産（設備・不動産等）
・資金（運転資金・借入金等）
・許認可

・経営理念
・経営者の信用
・取引先との人脈
・従業員の技術・ノウハウ
・顧客情報

人（
経
営
）

資
　
産

知
的
資
産

秘密厳守相談無料

参考：日本政策金融公庫総合研究所2016年 2月インターネット調査
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インフォメーション

i n f o r m a t i o n

産業界の信頼ブランド「商工会議所検定試験」申込スタート！

日　商　検　定

東　商　検　定

第46回
ビジネス実務法務検定試験®

第153回 日商簿記検定試験

社会人に必要な法律知識をバランスよく身につけるこ
とができます。企業防衛はもちろん、コンプライアンス
意識の向上にも役立ちます。全てのビジネスパーソン
に必要な知識で、人事評価にも活用されています。

簿記は、あらゆる業種・職種に役立つビジネスの基礎知識。企業活動を記録・計算・整理して、経営成績と財務状態
を明らかにする技能です。また、経理のみならず、経営や経済への理解力が身につきます。

試　験　日／
申込締切日／
受　験　料／

12月8日(日)
10月25日(金)
1級：11,000円　2級：6,600円
3級：4,400円

第27回
eco(環境社会)検定試験®
複雑かつ多様化する環境問題に関する知識を幅広く体
系的に身につけることができ、‘環境教育の入門編’と
して、建設業や製造業など環境に配慮した製品・サービ
スを提供する企業等にて活用されています。

試　験　日／
申込締切日／
受　験　料／

12月15日(日)
11月1日(金)
5,500円

試　験　日／
受　験　料／

11月17日(日)
1級：7,850円　2級：4,720円　3級：2,850円
インターネット申し込みの場合は、ネット受付事務手数料が別途必要です。

申込締切日／10月25日(金)

東商検定の受験申し込みは、東商検定センターへの直接申し込みになります。
インターネットもしくは電話からお申し込みください。
≪電話受付≫　平日の10:00～18:00（土・日・祝日・年末年始を除く）
　　　　　　　ＴＥＬ：03－3989－0777
≪インターネット受付≫　24時間対応（申込期間に限る）ＵＲＬ：https://www.kentei.org/
　　　　　　　　　　　　◇詳細はWebで、  東商検定　検索

申込方法

申込方法

鹿児島商工会議所13階窓口へ受験料をご持参いただくか、鹿児島商工会議所のホームページ
からお申し込みください。
≪窓口受付≫　平日の8:30～17:00
　　　　　　　鹿児島商工会議所　企業支援課　ＴＥＬ：099－225－9522
≪インターネット受付≫　24時間対応（申込期間に限る）
　　　　　　　　　　　　◇詳細はWebで、 鹿児島商工会議所簿記検定　検索

企業が求める資格、第１位※ ～企業、経済を見る目が養える～
※リクルートエージェントのホームページ「企業が求める資格ランキングトップ10」から引用。

〔※商工会議所検定試験は、消費税の変更に伴って、2019年10月実施分より、受験料が変わります。〕
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新入会員紹介

事 業 所 名 事 業 内 容 事 業 所 名 事 業 内 容

Hii.

産経物産㈱

山元工業

Best up Beauty

㈱ジーアールコミュニケート

パスウェイコンサルティング㈱

梁瀬工業

やくすぎや

㈱カナメン

(同)mom plus

ラウンジベネチアン

㈱レッドロック

atelier niko

㈱POSKA

㈱キタゾノ

(同)シナデン

社会保険労務士法人　sun bridge

REAL HAIR

㈱ほけんの110番　プラッセだいわ川内店

ArinCo

マレア㈱

㈱K'S FOOD SERVICE　田中カレー

もつ玄

㈱マイライフオオニワ

YOSA PARK MOKO

㈱APACプラチナム　銀の串

㈱建設技術コンサルタンツ

CAR Fixer

オーベクスメディカル㈱鹿児島事業所

十句

ヤマサハウス㈱

㈲坂口組

㈱垂水温泉鶴田

meguru

㈲寿司孝

㈱KSC

RKサービス

㈱システムファクトリーかごしま

㈱サンライズ精工

㈲福田屋萬兵衛

美容業

不動産業

防水工

エステサロン、リラクゼーション、美容

経営コンサルタント業

建設業

屋久杉加工・販売

ホームページ制作、SEO対策、アクセス解析

保育園事業、カルチャースクール事業

飲食業（バー）

飲食業（焼肉店、焼鳥店）

洋菓子製造・販売

広告業

自動車販売・修理業

電気工事業、設備工事業

社会保険労務士業

理容業、美容業

保険代理店業

飲食業（居酒屋）

飲食業（カレー）

飲食業（居酒屋）

リフォーム業、断熱工事業

美容業

飲食業（居酒屋）

自動車修理業

飲食業（とんかつ、和食）

住宅建築、不動産、増改築

土木業、解体工事、一般・産業廃棄物収集運搬業

ミネラルウォーターの製造・販売

飲食業（寿司、和食、活魚料理）

サービス業（飲食）クラブ、娯楽業

遺品整理（廃棄物処理）、清掃全般（草払い等）

ソフトウェア開発、IT検証、ITインフラサポート

製造業

メンタルヘルスに関するコンサルティング
（企業・病院・施設等）、研修セミナー企画・運営等

美容機器卸専門総合商社、
エステティックサロン、教育派遣

建設コンサルタント業（調査計画設計部門、
測量部門等）

薬膳フードコーディネーション、商品開発、
レシピ提供

ベセルフューザー、
ガイドワイヤー等医療機器製造業

個人経営のネット構築、管理者教育、
オンライン構築

アップホールディングス㈱

田渕コーポレーション㈱

セブンイレブン鹿児島天文館通り店

bar camille

Marjoram

ヘアサロン　UCHIYAMA

㈱Kay

㈲祖母仁田塗装

セフト㈱福岡支社

㈱ハマモト

㈱DEES

㈱FOR

川路　美紀

工房・絹の風

KT設備

グリーン整骨院

スマート企画

㈲鶴田水道設備

横浜冷凍㈱鹿児島営業所

TCシステムズ㈱

ADVANCE

㈲クリシナ

㈱徳田屋

NEQstep

㈱川商管理サービス

しのぶ整骨院

ふくどめ社労士事務所

㈱名山きみや

(同)伊敷デンキ

㈲かんもぉ～れ

㈱ラボ.com

麺屋　喜多郎

EBOSHi

あゆむ整骨院

hs training　鹿児島

キッズプログラミング教室IT Kids LaB

たく整骨院

LOVE

有村建装㈲

学習塾、企業主導型保育園

コンビニエンスストア

飲食業（バー）

美容業

理容業

児童福祉

建築塗装業

警備業、常駐警備

不動産業、旅館業、住宅宿泊管理仲介業

介護支援事業（訪問看護）

司会、講師、モデル

大島紬製造

弱電工

整骨院

電気通信工事、防犯カメラ、LED照明

水道設備

コンピュータ製造、コンピュータ販売

コンサルタント

飲食業（すし店）

地図制作・販売、地図データ作成、図書用品取扱

インターネット通販小売業

集金代行業

整骨院

社会保険労務士業

飲食業（和食）、小売業

電気設備工事

パン製造・販売業

飲食業（ラーメン店）

飲食業

整骨院

パーソナルトレーニング

キッズプログラミング

整骨院

化粧品企画販売、アパレル企画販売

建築塗装業、防水工事業

水産品・農産品の加工・販売並びに輸出入、
冷蔵倉庫業並びに普通倉庫業

ドローン練習場運営、機械修理、
ドローン農薬散布

国際放送（インバウンド放送）、光回線取次、
監視カメラ販売

土壌改良技術コンサルタント業、飲食業、
化粧品卸小売業

新 入 会 員 紹 介

（2019年3月・6月常議員会承認）
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特商納入のお願い

特定商工業者の皆さまへ 特定商工業者負担金納入のお願い

■商工会議所は、商工会議所法に基づき、
特定商工業者の実態を把握するために法
定台帳を整備し、商工業の総合的な改善・
発達を図るための基礎資料として役立て
ています。
■負担金とは、法定台帳の作成、管理および
運用に要する経費の一部に充当するた
め、鹿児島県知事の認可を得て、特定商工
業者に該当される方々にご納入をお願い
しているものです。

　本年度の負担金についてご納入がお済み
でない事業所には、再度、請求書をお送り
致しますので、期限までにご納入くださ
いますようお願い申し上げます。

『特定商工業者』とは？
　鹿児島市内で事業を始めてから6カ月以
上経過している商工業者のうち、資本金
300万円以上の法人、または、従業員20
人以上の法人、個人(商業、サービス業は5
人以上)です。

【お問い合わせ先】　企業支援課TEL：099(225)9522

年額 2,500円
2019年 10月18日（金）

負担金額

納入期限

※口座振替を選択されている皆さまにおかれ
ましては、9月20日(金)に口座振替を実施い
たしました。
　ご理解とご協力をいただき、ありがとうござ
いました。

鹿児島商工会議所ビル1F

※下記のような利用特典がございます。

◆貸室使用料（平日使用料金・税抜） （単位：円）

貸　室

アイムホール（1/1）
　　〃　　　（1/2）
　　〃　　　（1/4）
第1 会議室
第2 会議室
第3 会議室

面積
（㎡）

274
137
68
46
37
33

人員
（人）

180
81
36
30
24
18

A

9：00～
　12：00

45,000
28,000
20,500
18,500
14,000
13,500

B

9：00～
　17：00

95,000
59,500
40,500
38,500
29,000
28,000

C

13：00～
　17：00

56,000
34,500
23,000
20,500
15,500
14,500

D

17：30～
　21：30

60,500
37,500
27,000
24,000
19,500
17,500

Ķɺɼy ķɉૹࡼޏஒʫ˃Ȧఱɂ௶ၡȦȧৄȠʫ˃ɅɄɥȭɂɬࡄȽɀĂĶڋȞɉজގȥɣɘɥķȭɂɅශ࠽

ȱĂܑ াɈĶJ’nķĪૐɉīɂჩშȱȹɜɈɁȳăJɅɉɼ̀ ʭʁ́ Ĝʏʿ Ằɼ̀ ʞ˂ ʐɿ̀ ʠĂnɅɉ ʠ́˅ ʵ˂ ʑĪෂఘණīĂ̫ĜʠĪޏ

ȞīɄɃɈڷჍȦਮɛɣɦɀȞɘȳă
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トレンド通信

シ
ニ
ア
エ
デ
ィ
タ
ー
　
渡
辺 

和
博

日
経
Ｂ
Ｐ
社
「
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
」

1986年筑波大学大学院理工学研究科修士課程修了。
同年日本経済新聞社入社。全国各地のものづくり企
業、自治体、地域商社やＤＭＯなどを取材、地域に持続
的に稼げるビジネスをつくることをテーマにした著
書『地方発ヒットを生む逆算発想のものづくり』があ
る。全国の商工会議所などで地域活性化や名産品開発
を支援する講演などを実施している。

わたなべ・かずひろ

Watanabe
Kazuhiro

PROFILE

　
日
本
を
代
表
す
る
焼
き
物
の
一
つ
、備
前

焼
の
窯
元
が
集
ま
る
岡
山
県
備
前
市
伊
部

で
、11
月
下
旬
に
ち
ょ
っ
と
面
白
い
ツ
ア
ー

が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

プ
ロ
の
カ
メ
ラ
マ
ン
が
合
宿
で
写
真
撮
影

の
指
導
を
し
て
く
れ
る
と
い
う
も
の
で
、一

陽
窯
と
い
う
窯
元
の
３
代
目
お
か
み
が
企

画
し
た
も
の
で
す
。

　
こ
れ
は
い
ろ
い
ろ
な
要
素
が
含
ま
れ
た

良
い
企
画
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。備
前
焼

の
窯
元
の
企
画
で
す
か
ら
、普
通
に
考
え
れ

ば
、
焼
き
物
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
も

ら
っ
て
、そ
の
窯
元
の
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
も

ら
い
、商
品
も
買
っ
て
も
ら
え
た
ら
い
い
な

と
考
え
る
の
が
普
通
だ
と
思
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
が
、こ
の
合
宿
企
画
は
も
う
一
段

高
い
視
点
で
見
て
い
る
と
感
じ
た
の
で
す
。

焼
き
物
が
好
き
な
お
客
さ
ん
は
50
〜
60
代
、

あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
シ
ニ
ア
が
中
心
と

な
る
で
し
ょ
う
。実
は
こ
の
企
画
内
容
に
合

致
す
る
世
代
の
人
た
ち
は
、定
年
後
に
高
価

な
カ
メ
ラ
を
買
っ
て
趣
味
と
す
る
写
真
愛

好
家
た
ち
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
層
が
完
全
に
重

な
り
ま
す
。

　
こ
の
合
宿
ツ
ア
ー
で
は
、
１
泊
２
日
で
、

プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン
が
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の

興
味
や
腕
前
、機
材
に
応
じ
て
し
っ
か
り
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
ま
す
。そ
の
た
め
、

参
加
者
は
自
分
で
撮
っ
た
写
真
20
〜
30
枚

を
あ
ら
か
じ
め
提
出
し
て
、ア
ド
バ
イ
ス
の

参
考
に
し
ま
す
。

　
合
宿
す
る
こ
と
で
、た
っ
ぷ
り
時
間
を
か

け
て
そ
の
地
域
の
自
然
環
境
や
人
々
の
暮

ら
し
と
触
れ
合
い
、食
文
化
や
地
域
の
グ
ル

メ
も
経
験
で
き
ま
す
。

　
少
人
数
制
で
定
員
が
５
人
と
少
な
い
の

で
、ア
ド
バ
イ
ス
も
し
っ
か
り
受
け
ら
れ
る

で
し
ょ
う
し
、合
宿
し
て
い
る
う
ち
に
同
じ

趣
味
の
仲
間
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。こ
の
二

つ
の
要
素
は
、
趣
味
が
持
続
す
る
た
め
の

﹁
達
成
動
機
﹂
と
﹁
親
和
動
機
﹂
に
相
当
し
ま

す
。

　
焼
き
物
の
里
で
あ
る
こ
の
地
域
で
合
宿

に
参
加
す
る
人
は
、当
然
な
が
ら
焼
き
物
に

も
興
味
を
持
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。他
の
焼

き
物
の
里
に
先
ん
じ
て
、自
ら
の
レ
ン
ズ
を

通
し
て
焼
き
物
や
地
域
の
魅
力
を
見
つ
め

た
と
こ
ろ
と
し
て
、忘
れ
ら
れ
な
い
場
所
に

な
る
は
ず
で
す
。

　
単
に
、モ
ノ
を
通
じ
て
顧
客
の
満
足
を
提

供
す
る
だ
け
で
な
く
、そ
の
地
域
や
特
産
品

が
そ
の
人
の
人
生
を
通
じ
て
価
値
を
持
つ

こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
の
考
え
方
は
﹁
顧
客

生
涯
価
値︵
Ｌ
Ｔ
Ｖ：
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︶﹂

と
呼
ば
れ
、こ
れ
か
ら
の
地
方
発
の
ヒ
ッ
ト

商
品
づ
く
り
、モ
ノ
・
コ
ト
・
体
験
を
含
め

た
価
値
設
計
に
と
っ
て
と
て
も
重
要
な
考

え
方
で
す
。

　
単
に
、こ
の
地
域
の
商
品
は
優
れ
て
い
る

か
ら
﹁
買
っ
て
ね
﹂
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で

は
な
く
、こ
の
地
域
が
提
供
す
る
モ
ノ
・
コ

ト
・
時
間
は﹁
あ
な
た
の
人
生
に
こ
ん
な
に

役
立
ち
ま
す
﹂と
い
う
姿
勢
で
す
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
皆
さ
ん
は
、自
分
の

持
つ
商
品
な
り
、
地
域
の
特
性
な
り
、
人
脈

な
り
の
リ
ソ
ー
ス
で
ど
ん
な
Ｌ
Ｔ
Ｖ
が
創

造
で
き
る
か
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

「
備
前
焼
の
窯
元
が
企
画
し
た
写
真
合
宿
に
み
る
Ｌ
Ｔ
Ｖ
の
つ
く
り
方
」
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